
通常業務（平日：月～金曜日）　午前８時30分～午後５時15分

市役所総合案内（代表）　    (２３)１１１１ 大田原市ホームページ http://www.city.ohtawara.tochigi . jp/

市民憲章　わたしたちは　自然を愛し　環境をととのえ　大田原を美しいまちにしましょう市民憲章　わたしたちは　自然を愛し　環境をととのえ　大田原を美しいまちにしましょう

６月13日(日)、第10回大田原市民相撲大会（美原　美原公園相撲場）６月13日(日)、第10回大田原市民相撲大会（美原　美原公園相撲場）

●  主な内容  ●●  主な内容  ●

総　合　……………………………………  ２～４
　学校支援地域本部事業の概要
　第21回黒羽芭蕉の里全国俳句大会   ほか
イベント特集　…………………………… ４～ ６
お知らせ　………………………………… ７～16
天文館・図書館　……………………………… 16
ハーモニーホール　…………………………… 17
フォトスケッチ　……………………………… 18

固定資産税・都市計画税２期　８月２日（月）納期限
国民健康保険税２期　　　　　８月２日（月）納期限
介護保険料１期　　　　　　　８月２日（月）納期限
後期高齢者医療保険料１期　　８月２日（月）納期限
　　　　　納付は口座振替が便利です
収税課徴収係 / 国保税係　　   （２３）８７０３/８６３９

77 1515月月 日日
No．1124No．1124

平成２２年平成２２年

■  今月の納付  ■■  今月の納付  ■



総　　合

平成22年７月15日号 2

　

文
部
科
学
省
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
３

年
間
、
全
国
１
８
０
０
市
町
村
に
学
校
支

援
地
域
本
部
の
モ
デ
ル
を
設
置
す
る
「
学

校
支
援
地
域
本
部
事
業
」（
委
託
事
業
）

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
支
援
地
域
本
部
は
、
学
校
教
育
の

支
援
を
目
的
と
し
て
、
学
校
の
求
め
に
応

じ
て
地
域
の
方
々
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
派
遣
す
る
も
の
で
、
学
校
支
援
を
通
じ
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
地

域
ぐ
る
み
で
子
育
て
を
す
る
体
制
を
つ
く

ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
本
事
業

に
取
り
組
み
、
教
育
委
員
会
内
部
に
「
大

田
原
市
学
校
支
援
実
行
委
員
会
」
を
設
置

す
る
と
と
も
に
、
市
内
に
は
「
若
草
中
学

校
支
援
地
域
本
部
」
お
よ
び
「
親
園
中
学

校
支
援
地
域
本
部
」
を
設
置
し
、
学
校
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
支
援
地
域
本
部
は
、
こ
れ
ま
で
も

行
わ
れ
て
き
た
学
校
支
援
の
た
め
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
組
織
的
な
も
の
に
す
る
こ
と

で
、
よ
り
効
果
的
な
支
援
を
図
ろ
う
と
す

る
も
の
で
、
そ
の
し
く
み
は
、
次
の
３
つ

で
構
成
さ
れ
ま
す
。

①
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

主
と
し
て
人
材
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た

　

地
域
住
民
な
ど
が
、
実
際
に
学
校
支
援

　

活
動
を
行
い
ま
す
。

　

支
援
内
容
に
は
、
授
業
な
ど
の
学
習
支

　

援
活
動
、
部
活
動
指
導
、
学
校
の
環
境

　

整
備
、
登
下
校
時
の
安
全
指
導
、
学
校

　

行
事
の
運
営
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活

　

動
が
あ
り
ま
す
。

②
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

学
校
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
学
校
の
求

　

め
に
応
じ
て
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

の
派
遣
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
支
援
活
動
の
相
談
・
指
導
・

　

助
言
、
人
材
の
発
掘
・
確
保
な
ど
を
行

　

い
ま
す
。

③
地
域
教
育
協
議
会

　

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
の
実
施
主
体

　

で
あ
り
、
学
校
支
援
事
業
に
つ
い
て
企

　

画
・
立
案
し
ま
す
。

○
対
象
校
（
２
校
）

　

若
草
中
学
校
・
大
田
原
小
学
校

○
地
域
教
育
協
議
会

　

会
長　

井
上
六
郎
氏　

ほ
か
委
員
28
名

○
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

６
名
（
学
校
ご
と
に
各
３
名
）

○
本
年
度
事
業
費　

約
１
６
０
万
円

○
事
業
内
容

　

地
域
教
育
協
議
会
の
開
催
、
学
校
支
援

　

活
動
の
推
進
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
活
動
の
実
施
、
広
報
活
動
、
地
域
コ
ー

　

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
、
人
材
バ
ン
ク

　

の
作
成
、
事
業
評
価
な
ど

○
対
象
校
（
３
校
）

　

親
園
中
学
校
・
親
園
小
学
校
・
宇
田
川

　

小
学
校

○
地
域
教
育
協
議
会

　

会
長　

増
渕
則
雄
氏　

ほ
か
委
員
32
名

○
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

９
名
（
学
校
ご
と
に
各
３
名
）

○
本
年
度
事
業
費　

約
２
０
０
万
円

○
事
業
内
容

　

若
草
中
学
校
支
援
地
域
本
部
の
事
業
内

　

容
と
同
じ

　

学
校
は
地
域
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
の
一

つ
と
し
て
、
学
校
教
育
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
る
た
め
、「
人
材
バ
ン
ク
の
作
成
」
や
「
学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
用
事
業
」
が

あ
り
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
に
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
た
結
果
、
若
草
中
学
校
区
で

は
、
67
名
９
団
体
（
延
べ
95
名
11
団
体
）、

親
園
中
学
校
区
で
は
、
62
名
18
団
体
（
延

べ
75
名
38
団
体
）
が
人
材
バ
ン
ク
に
登
録

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
支
援
地

域
本
部
は
、
引
き
続
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
応
募

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
学
校
、家
庭
、地
域
が
一
体
と
な
り
、「
地

域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て
る
」
と
い
う

理
念
の
も
と
に
、
協
働
し
て
学
校
を
創
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
て
は
、
地
域
全

体
で
学
校
を
支
援
す
る
と
い
う
本
事
業
の

趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、
学
校
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
参
加
さ
れ
る

な
ど
、
学
校
と
地
域
と
の

連
携
体
制
の
整
備
に
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
（
９
８
）
７
１
１
５

小物作り（家庭科）の指導
（親園小学校）

「わくわく広場」の開催
（大田原小学校）

学
校
支
援
地
域
本
部
（
若
草
中
学
校
支
援
地
域
本

部
・
親
園
中
学
校
支
援
地
域
本
部
）
事
業
の
概
要

　

〜
第
３
年
次
〜

学
校
支
援
地
域
本
部
（
若
草
中
学
校
支
援
地
域
本

部
・
親
園
中
学
校
支
援
地
域
本
部
）
事
業
の
概
要

　

〜
第
３
年
次
〜

若
草
中
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

親
園
中
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
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６
月
27
日（
日
）、
黒
羽
地
内
の
ホ
テ
ル

で
「
第
21
回
黒
羽
芭
蕉
の
里
全
国
俳
句
大

会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
前
に
募
集
し
て
い
た
兼
題
の
部
に
は
、

全
国
各
地
の
７
１
２
名
か
ら
２
３
４
８
句

の
応
募
が
あ
り
、
大
会
当
日
の
席
題
の
部

に
も
１
６
９
人
が
参
加
し
て
投
句
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
俳
句
づ
く
り
の

腕
前
を
競
い
な
が
ら
も
、
俳
句
で
表
現
さ

れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
情
景
を
た
っ
ぷ
り
堪
能

し
て
い
ま
し
た
。

　

選
者
に
は
、
本
市
ゆ
か
り
の
黒
田
杏
子

先
生
を
は
じ
め
各
方
面
で
ご
活
躍
中
の
５

名
の
先
生
方
を

お
招
き
し
て
選

句
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
受
賞
し

た
作
品
と
作
者

は
次
の
と
お
り

で
す
。（
推
薦
と

特
選
の
み
掲
載
、

敬
称
略
）

黒
田　

杏
子　

選

○
推
薦（
栃
木
県
知
事
賞
）

　
十
五
夜
の
月
出
て
仕
舞
ふ
畑
仕
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
髙
　
亢
子

○
特
選

　
ね
ん
ね
こ
の
夢
の
続
き
も
渡
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
味
し
づ
江

　
蛍
の
夜
袂
を
振
れ
ば
妣
の
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
馬
萬
里
子

　
昆
布
五
尺
余
歌
舞
伎
座
の
鏡
餅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
川
　
翠
扇

青
柳　

志
解
樹　

選

○
推
薦（
朝
日
新
聞
社
賞
）

　
脱
ぐ
事
も
出
来
ず
栄
螺
の
焼
れ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
村
　
峰
月

○
特
選

　
人
の
目
の
ゆ
っ
く
り
流
る
牡
丹
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
塚
　
敏
子

　
旅
の
宿
蛍
が
夢
に
ま
ぎ
れ
込
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
渕
　
　
直

　
し
づ
け
さ
の
中
の
し
づ
け
さ
牡
丹
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
原
　
照
代

能
村　

研
三　

選

○
推
薦（
下
野
新
聞
社
賞
）

　
ぐ
ん
ぐ
ん
と
少
年
蒼
し
鮎
の
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彦
坂
　
寿
子

○
特
選

　
北
斎
の
濤
に
も
似
た
り
枯
芒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
満
喜
子

　
雪
解
け
て
学
校
一
つ
消
え
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
最
東
　
　
峰

　
菊
の
風
通
し
て
た
た
む
江
戸
小
紋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
形
　
昭
子

鈴
木　

正
治　

選

○
推
薦（
大
田
原
市
長
賞
）

　
も
ぐ
ら
追
ふ
初
め
の
一
打
戸
口
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蒲
倉
　
琴
子

○
特
選

　
醤
油
屋
の
ノ
ッ
ポ
煙
突
鳥
雲
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
ユ
キ
子

　
引
潮
の
ま
ま
の
象
潟
蛙
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
上
　
光
枝

　
駈
け
ぬ
け
し
那
須
七
党
や
大
枯
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
多
美
子

木
島　

松
穹　

選

○
推
薦（
栃
木
県
俳
句
作
家
協
会
長
賞
）

　
畑
の
も
の
畑
で
燃
や
す
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
西
あ
つ
子

○
特
選

　
手
渡
し
に
も
ら
う
郵
便
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猪
原
ア
ヤ
子

　
沈
む
日
は
母
の
ぬ
く
も
り
蓮
華
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
伊
戸
子

　
妻
を
呼
ぶ
山
彦
ば
か
り
春
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
野
井
一
夫

黒
田　

杏
子　

選

○
推
薦（
栃
木
県
知
事
賞
）

　
こ
の
鮎
も
や
が
て
串
刺
し
と
べ
は
し
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
　
燿
子

○
特
選

　
解
禁
の
前
夜
し
づ
け
き
囮
鮎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
髙
　
亢
子

青
柳　

志
解
樹　

選

○
推
薦（
朝
日
新
聞
社
賞
）

　
篝
火
に
鮎
解
禁
の
夜
明
待
つ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
益
子
　
秋
穂

○
特
選

　
釣
り
上
げ
し
鮎
が
光
を
ま
き
散
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
賀
　
省
仁

能
村　

研
三　

選

○
推
薦（
下
野
新
聞
社
賞
）

　
百
枚
を
ひ
と
塊
の
青
田
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷
口
千
代
子

○
特
選

　
囮
鮎
釣
師
に
似
た
る
面
構
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
昭
夫

鈴
木　

正
治　

選

○
推
薦（
大
田
原
市
長
賞
）

　
那
須
山
は
永
遠
の
水
甕
青
田
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
十
紀
子

○
特
選

　
青
梅
雨
や
殺
生
石
に
石
の
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羽
山
　
洋
子

木
島　

松
穹　

選

○
推
薦（
栃
木
県
俳
句
作
家
協
会
長
賞
）

　
読
め
ぬ
字
の
大
額
据
え
て
鮎
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
井
　
清
夫

○
特
選

　
懐
の
深
き
那
珂
川
鮎
遡
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
く
わ
子

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
芭
蕉
の
里
全
国
俳
句
大
会
実
行
委

　

員
会
事
務
局（
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係
）

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
８

五
・
七
・
五
で
描
か
れ
た
情
景
を
堪
能

　
第
21
回
黒
羽
芭
蕉
の
里
全
国
俳
句
大
会

兼　

題　

の　

部

席　

題　

の　

部
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れ
す
す
き

ひ 

き 

し 

お

そ
じ
ょ
う

つ　

 

ゆ

つ
ら
が
ま

か
が
り
び

よ
あ
け

か
た
ま
り

ふ
と
こ
ろ

み
ず
か
め

と　

 

わ

く
し  

ざ

お
と
り

き
さ  

か
た 

か
え
る

大
田
原

栃
木
・
矢
板

栃
木
・
那
須
塩
原

京
都
・
京
都

神
奈
川
・
相
模
原

福
島
・
福
島

宮
城
・
東
松
島

福
島
・
福
島

栃
木
・
宇
都
宮

福
島
・
福
島

栃
木
・
矢
板

神
奈
川
・
相
模
原

群
馬
・
館
林

栃
木
・
矢
板

栃
木
・
鹿
沼

岩
手
・
盛
岡

大
田
原

大
田
原

大
田
原

栃
木
・
那
須
塩
原

栃
木
・
那
須
烏
山

茨
城
・
筑
西

栃
木
・
小
山

栃
木
・
那
須
塩
原

大
田
原

大
田
原

栃
木
・
宇
都
宮

広
島
・
広
島

栃
木
・
宇
都
宮

大
分
・
大
分

は
た

席題の部の作句をする参加者席題の部の作句をする参加者
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市
で
は
次
の
施
設
に
お
い
て
、
平
成
23

年
度
か
ら
の
管
理
運
営
を
行
う
指
定
管
理

者
を
募
集
し
ま
す
。

●
指
定
管
理
期
間

　

平
成
23
年
４
月
１
日
〜
平
成
28
年
３
月

　

31
日（
５
年
間
）

●
申
請
要
件

　

大
田
原
市
に
本
社
ま
た
は
本
店
を
置
く

　

法
人
お
よ
び
そ
の
他
の
団
体

●
募
集
要
項
の
配
布
期
間

　

７
月
20
日（
火
）〜
８
月
31
日（
火
）

●
申
請
受
付
期
間

　

８
月
16
日（
月
）〜
９
月
15
日（
水
）

●
現
地
説
明
会

　

表
の
と
お
り

※
現
地
説
明
会
に
参
加
し
な
い
団
体
な
ど

　

は
応
募
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

　

く
だ
さ
い
。
な
お
、
説
明
会
へ
の
出
席

　

者
は
１
団
体
２
名
ま
で
と
し
ま
す
。

※
募
集
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

　
　
　

 http://w
w
w
.city.ohtaw

ara.

　
　
　

 tochigi.jp/

観
衆
の
前
で
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
踊
り
を
披

露
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日　

時　

８
月
７
日（
土
）

・
午
後
2
時
〜　

レ
ッ
ス
ン

・
午
後
７
時
ご
ろ
〜　

与
一
ま
つ
り
「
流

　

し
踊
り
」
参
加

●
場　

所　

い
わ
い
や（
中
央
2
丁
目
）

●
募
集
人
数

　

1
5
0
名（
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

　

す
。）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
さ
せ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

●
参
加
費
用

　

１
０
０
０
円（
傷
害
保
険
料
・
弁
当
代
・

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
代
を
含
む
）

●
申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
み
。

●
申
込
期
限　

7
月
26
日（
月
）
午
後
５

　

時
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
街
地
活
性
化
係

　
　
　
（
２
３
）１
９
１
６

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

　

湯
津
上
の
夏
、「
天
狗
王
国
夏
ま
つ
り

〜
大
田
原
よ
さ
こ
い
フ
ェ
ス
タ
・
花
火
大

会
〜
」
が
今
年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
栃
木
県
内
の
人
気
メ
ニ
ュ
ー

を
紹
介
し
た
「
Ｂ
級
グ
ル
メ
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
」
が
新
た
に
加

わ
り
ま
し
た
。

　

よ
さ
こ
い
踊
り

の
「
鼓
動
・
気
迫

・
想
い
」
を
感
じ
、

夜
空
に
咲
く
大
輪

の
花
火
で
、「
ゆ
づ

か
み
」
の
夏
を
満

喫
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期　

日

　

７
月
31
日（
土
）　

順
延
な
し

●
場　

所　

栃
木
県
な
か
が
わ
水
遊
園
内

　

特
設
会
場

●
内　

容

・
Ｂ
級
グ
ル
メ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
（
午
前
11

　

時
〜
午
後
２
時
30
分
）

・
大
田
原
よ
さ
こ
い
フ
ェ
ス
タ
（
午
後
３

　

時
〜
８
時
）

・
花
火
大
会（
午
後
８
時
〜
）

・
リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ク
シ
ー
演
舞

・
文
化
芸
能
の
集
い

・
栃
木
県
生
活
衛
生
同
業
組
合
協
議
会
大

　

田
原
支
部
イ
ベ
ン
ト

・
与
一
太
鼓

・
ク
ッ
ク
マ
ン
＆
清
水
孝
宏

・
な
か
が
わ
水
遊
園
サ
マ
ー
ナ
イ
ト
ビ
ュ

　

ー　

な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

湯
津
上
地
区
天
狗
王
国
ま
つ
り
実
行
委

　

員
会
（
湯
津
上
商
工
会
内
）

　
　
　
（
９
８
）２
５
２
７

　

８
月
６
日（
金
）、
７
日（
土
）に
開
催

さ
れ
る
与
一
ま
つ
り
に
あ
わ
せ
て
、
ま
ち

な
か
元
気
ア
ッ
プ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
テ
レ
ビ
出
演
で
お
な
じ
み
の

ケ
イ
ン
・
コ
ス
ギ
さ
ん
と
、
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
の
指
導
ト
レ
ー
ナ
ー
を
務
め
る
山

坂
元
一
さ
ん
が
伝
統
の
「
与
一
お
ど
り
」

を
新
し
い
「
創
作
お
ど
り
」
と
し
て
ア
レ

ン
ジ
し
ま
す
。

　

ケ
イ
ン
・
コ
ス
ギ
さ
ん
と
一
緒
に
、
大

ケイン・コスギさん

天
狗
王
国
夏
ま
つ
り

～
大
田
原
よ
さ
こ
い
フ
ェ
ス
タ
～

天
狗
王
国
夏
ま
つ
り

～
大
田
原
よ
さ
こ
い
フ
ェ
ス
タ
～

【 現地説明会の日程 】

現地説明会
（質問の受付）

日時：８月12日（木）
　　　午後１時30分から
場所：湯津上庁舎 106会議室
日時：８月12日（木）
　　　午後３時から
場所：湯津上庁舎 106会議室
日時：８月16日（月）
　　　午後１時30分から
場所：湯津上温泉やすらぎの湯

問い合わせ
（募集要項の配布場所）

農政課農政係
　　　（２３）８７０８

商工観光課観光交流係
　　　（２３）８７０９

　 施設名
　
湯けむりふれあいの丘
レストラン牧場
　

大田原市水遊園直売所
　
湯津上温泉やすらぎの湯
および
黒羽温泉五峰の湯

ま
ち
な
か
元
気
ア
ッ
プ
講
座
開
催

ケ
イ
ン
・コ
ス
ギ
と
踊
る
与
一
ま
つ
り
!!

ま
ち
な
か
元
気
ア
ッ
プ
講
座
開
催

ケ
イ
ン
・コ
ス
ギ
と
踊
る
与
一
ま
つ
り
!!
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●
期　

間　

７
月
20
日
（
火
）
〜
８
月
31

　

日（
火
）

●
場　

所　

ふ
れ
あ
い
の
丘
大
工
房（
大

　

田
原
市
福
原
）

●
期　

間　

11
月
1
日
（
月
）
〜
11
月
14

　

日
（
日
）

●
場　

所　

大
田
原
市
那
須
与
一
伝
承
館

　

竹
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ほ
か

①
こ
ど
も
テ
ラ
コ
ッ
タ
教
室　

テ
ラ
コ
ッ

　

タ（
粘
土
）で
自
由
な
形
を
制
作
し
ま
す
。

　

後
日
事
務
局
で
乾
燥
・
焼
き
上
げ
を
行

　

い
、お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

②
石
と
木
に
よ
る
造
形
教
室　

木
片
や
石

　

を
接
着
剤
や
ひ
も
な
ど
で
組
み
合
わ
せ
、

　

立
体
造
形
物
を
制
作
し
ま
す
。

●
対　

象　

小
・
中
学
生

●
日　

時　

８
月
１
日
（
日
）
午
前
９
時
〜

　

正
午

●
場　

所　

ふ
れ
あ
い
の
丘
木
･
竹
芸
館
ほ
か

●
費　

用

①
テ
ラ
コ
ッ
タ
教
室　

実
費
負
担（
１
人

　

分
１　

程
度
で
１
０
０
０
円
を
予
定
）

②
造
形
教
室　

実
費
負
担（
１
人
分
５
０

　

０
円
を
予
定
）

●
申
込
締
切　

７
月
23
日（
金
）

　

作
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

絵
を
描
い
た
り
工
作
を
し
た
り
し
ま
す
。

学
校
の
宿
題
や
美
術
部
の
活
動
に
つ
い
て

も
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す
。

●
対　

象　

小
・
中
学
生（
個
人
で
も
、
グ

　

ル
ー
プ
で
も
可
）

●
日　

時　

８
月
８
日（
日
）・
９
日（
月
）

●
場　

所　

ふ
れ
あ
い
の
丘
大
工
房

●
費　

用　

無
料
。た
だ
し
、
材
料
な
ど
は

　

各
自
持
参
。

●
申
込
締
切　

８
月
６
日（
金
）

　

作
家
と
交
流
し
な
が
ら
、
テ
ラ
コ
ッ
タ

（
焼
物
造
形
）や
木
彫
・
石
彫
、
絵
画
な
ど

の
作
品
を
作
り
ま
す
。

●
対　

象　

ど
な
た
で
も
。美
術
部
な
ど
、

　

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
応
募
も
可
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
調
整
さ
せ
て

　

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

　

承
く
だ
さ
い
。

●
場　

所　

ふ
れ
あ
い
の
丘
大
工
房
と
そ

　

の
前
庭

●
費　

用　

実
費
負
担
（
事
前
に
相
談
し

　

て
く
だ
さ
い
）

●
申
込
方
法　

公
開
制
作
期
間
中
に
希
望

　

の
内
容
や
日
程
を
文
化
振
興
課
ま
で
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

文
化
振
興
課
文
化
振
興
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
８

立
体
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

こ
ど
も
美
術
相
談

制
作
体
験

「
私
も
芸
術
家
」

公
開
制
作

公
開
制
作

展　

覧　

会

展　

覧　

会

作
家
の
指
導
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
づ
く
り
に
挑
戦

作
家
の
指
導
で

オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
づ
く
り
に
挑
戦

昨年の公開制作昨年の公開制作

こどもテラコッタ教室

昨年の公開制作

こどもテラコッタ教室

　

市
民
の
皆
様
に
芸
術
鑑
賞
の
機
会
を
提
供
し
、
彫
刻
の
美
し
さ
、
お
も

し
ろ
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
こ
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
期
間
に
合
わ

せ
て
、
毎
年「
那
須
野
が
原
国
際
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
大
田
原
」を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
今
年
で
14
回
目
。招
待
す
る
彫
刻
家
は
木
彫
作

家
１
人
、
石
彫
作
家
３
人
。国
別
で
は
国
内
か
ら
２
人
、
中
華
人
民
共
和
国

と
セ
ル
ビ
ア
共
和
国
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
１
人
が
参
加
す
る
予
定
で
す
。

　

作
品
が
ど
の
よ
う
に
で
き
あ
が
っ
て
い
く
か
を
見
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
作
家
と
直
接
話
を
し
た
り
、
作
家
に
指
導
し
て
も
ら
い
な
が
ら
彫

刻
や
絵
画
な
ど
の
自
分
の
作
品
を
作
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

那
須
野
が
原
国
際
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

in
大
田
原
２
０
１
０
〈
第
14
回
〉

那
須
野
が
原
国
際
彫
刻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

in
大
田
原
２
０
１
０
〈
第
14
回
〉

kg

●招待作家
○殷　　峰（ヤン　シャオフェン）
　（男性）木彫・中華人民共和国
○柳　早苗（女性）石彫・埼玉県
○渡部順子（女性）石彫・石川県
○デュザン  ペトロビッチ（男性）
　石彫・セルビア共和国
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市
で
は
、
市
民
の
皆
様
に
笑
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
日
常
生
活
の
中
に
笑
い

が
あ
ふ
れ
る
幸
せ
度
の
高
い
ま
ち
大
田
原

を
目
指
し
、「
お
笑
い
健
康
づ
く
り
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
事
業
と
し
て
は
、
全
18
回
（
前

期
９
回
、
後
期
９
回
）の
「
お
笑
い
講
座
」、

月
に
１
回
全
４
回
の
「
お
笑
い
健
康
ラ
イ

ブ
」、
年
２
回
の
「
お
笑
い
ラ
イ
ブ
ス
ペ

シ
ャ
ル
」の
３
つ
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
第
１
回
の
「
お
笑
い
健
康

ラ
イ
ブ
」の
出
演
者
３
組
が
決
ま
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
ラ
イ
ブ
は
、
お
笑
い
芸
人
３
組
に

加
え
て
、
お
笑
い
講
座
の
受
講
生
の
皆
さ

ん
が
講
座
の
成
果
を
披
露
す
る
場
で
も
あ

り
ま
す
。

　

多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
笑
い

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
期　

日　

８
月
１
日
（
日
）

　

午
後
２
時
30
分
〜
４
時

　
（
午
後
２
時
開
場
）

●
場　

所　

大
田
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

　

タ
ー
講
堂

●
内　

容　

お
笑
い
芸
人
３
組（
ゆ
う
ぞ

　

う
、
昔
昔
亭
Ａ
太
郎
、
山
マ
ウ
ン
テ
ン
）

　

の
ラ
イ
ブ

※
お
笑
い
講
座
受
講
生
の
皆
さ
ん
の
出
演

　

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

●
定　

員　

１
２
０
名

●
入
場
料　

無
料（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
政
策
課
企
画
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
１

　

与
一
の
郷
夏
祭
り
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

　

祭
り
の
メ
イ
ン
と
な
る
市
無
形
民
俗
文

化
財
「
大
田
原
盆
踊
り
唄
」
に
合
わ
せ
た

盆
踊
り
に
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、「
大
田
原

盆
踊
り
講
習
会
」

を
開
催
し
ま
す
の

で
、
ご
家
族
や
ご

友
人
な
ど
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
大
田
原
盆
踊
り
講
習
会
】

●
日　

時　

７
月
24
日（
土
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場　

所　

与
一
伝
承
館
多
目
的
ホ
ー
ル

【
与
一
の
郷
夏
祭
り
】

●
日　

時　

８
月
21
日（
土
）

　

午
後
３
時
〜
８
時
30
分

●
場　

所　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷

●
内　

容

•
盆
踊
り

•
与
一
太
鼓
公
演

•
な
で
し
こ
幼
稚
園
公
演

•
地
元
団
体
に
よ
る
農
産
物
や
地
元
野
菜

　

を
使
っ
た
加
工
品
な
ど
の
販
売

■
問
い
合
わ
せ

　

農
政
課
農
政
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
８

山マウンテン
やま

８
／
１

笑
っ
て
ま
す
ま
す
健
康
に

第１回

第
２
回 

与
一
の
郷
夏
祭
り

第
２
回 

与
一
の
郷
夏
祭
り

せき　せき　てい　えー　たろう

新井聖二 (あらい せいじ） 井上純一 (いのうえ じゅんいち）

【生年月日】1978年(昭和53年)
　　　　　　　６月８日
【出 身 地】京都府
【血 液 型】Ｏ型
【芸　　種】落語
【階　　級】二ツ目
【芸　　歴】平成18年２月
　　　　　　　昔昔亭桃太郎に入門
　　　　　　平成22年２月
　　　　　　　上席から二ツ目昇進

1983年(昭和58年)５月18日
東京都
Ｏ型
早稲田大学教育学部卒業
身長169cm／体重55kg
野球、スキー、テレビ鑑賞

1983年(昭和58年)12月25日
群馬県
Ｂ型

早稲田大学理工学部中退
身長171cm／体重60kg

文化的なこと全般、マラソン

【生年月日】
【出 身 地】
【血 液 型】
【学　　歴】
【サ イ ズ】
【趣　　味】

【生年月日】1979年(昭和54年)
　　　　　　　10月25日
【出 身 地】東京都
【血 液 型】Ｏ型
【サ イ ズ】身長172cm／86kg
【出演歴など】
　　テレビ：「笑っていいとも！」
　　　　　　「ものまね BATTLE」、「大笑点」
　　　　　　「爆笑問題の大バク天！」
　　　　　　「チェケラッチョ in Tokyo」
　　　　　　「週刊えみぃ SHOW」　ほか
　　映　画：世にも奇妙な刑事
　　D V D ：爆笑！ものまねチャンネル

ゆうぞう

昔昔亭Ａ太郎

(左) 新井聖二
(右) 井上純一
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林
道
御
亭
山
線
の
道
路
改
良
工
事
を
行

い
ま
す
。工
事
期
間
中
、
北
野
上
地
内
、
国

道
４
６
１
号
か
ら
林
道
小
手
谷
論
手
線
ま

で
の
１
．５
㎞
区
間
に
つ
い
て
は
、
一
般
車

両
の
通
行
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。工
事

期
間
中
、
御
亭
山
へ
の
通
行
は
北
滝
ま
た

は
亀
久
側
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。　

●
工
事
の
期
間

　

７
月
中
旬
〜
平
成
23
年
３
月
下
旬

■
問
い
合
わ
せ

　

農
林
整
備
課
事
業
係

　
　
　
（
２
３
）８
１
２
６

林
道
御
亭
山
線
道
路
工
事
の

お
知
ら
せ

弁護士が無料で相談に応じます。予約が必要ですの
で、総務課文書法規係まで電話でご予約ください。
　日時　８月 25 日（水）午後１時 30 分～４時
　場所　大田原地域職業訓練センター
　申込　８月18日（水）～24日（火）午前８時30分
　　　　～午後５時 15 分（土・日・祝日除く）

■予約・問い合わせ
　総務課文書法規係
 　　　（２３)８７０２

予約が必要です。電話または弁護士会窓口（宇都宮
市小幡 2-7-13）へ直接お申し込みください。
　日時　８月 20 日（金）午後１時 30 分～
　場所　大田原商工会議所、相談料　5,250 円
　申込　土・日・祝日を除く午前10時30分～正午、
　　　　午後１時～ 4時 30 分

■予約・問い合わせ
　栃木県弁護士会
　　　    028（643）2272

遺言の公正証書、土地建物・金銭の貸借、離婚給付、
会社設立定款などについて、公証人が無料で相談
に応じます。電話予約が必要です。
　日時　８月 25 日（水）午前 10 時～正午
　場所　大田原地域職業訓練センター
　申込　土・日・祝日除く午前９時～午後５時

■予約・問い合わせ
　大田原公証役場
　 　　（２３)０６６６

相談日は、祝日などにより原則と異なっている場合が
ありますので、ご確認のうえご相談ください。

交通事故における相談を専門の相談員が受付。
　日時　毎週水・金曜日　午前９時～午後４時
　場所　栃木県庁那須庁舎内県北県民センター

■問い合わせ
　県北県民センター
　　　  （２３）１５５５

市民無料法律相談

公正証書(法律)
無料相談

栃木県
交通事故相談

栃木県弁護士会
有料法律相談

人権擁護委員が名誉・信用の侵害、差別・いじめ
に関する相談を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　８月 16 日（月）午前９時 30 分～正午
　場所　大田原市福祉センター      （２３)０２２３
◆湯津上地区
　日時　８月４日（水）午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター             （９８)３７１５
◆黒羽地区
　日時　８月 17 日（火）午前９時 30 分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館      （５４)０１８４

■問い合わせ
　総務課総務防災係
　      　（２３)１１１１

人　権　相 　談

行政相談委員が国の行政全般についての相談や意
見・要望を受け付けます。
◆大田原地区
　日時　８月 23 日（月）午前９時 30 分～正午
　場所　大田原市福祉センター      （２３)０２２３
◆湯津上地区
　日時　８月４日（水）午後１時～４時
　場所　佐良土多目的交流センター             （９８)３７１５
◆黒羽地区
　日時　８月 17 日（火）午前９時 30 分～正午
　場所　黒羽・川西地区公民館      （５４)０１８４

■問い合わせ
　秘書課広報広聴係
　　   　（２３)８７００

総合行政相談 ●
８
月
の
相
談
の
窓
口

工事箇所

唐松峠

北滝入口

亀久入口

那珂橋

湯殿大橋
○片田小学校

黒羽高校

須賀川小学校

唐松峠
御亭山

北滝入口

亀久入口

那珂橋

湯殿大橋
●片田小学校

黒羽高校

国
道
２
９
４
号

国道４６１号

須賀川小学校

唐松峠
御亭山御亭山

●

北滝入口

亀久入口

那珂橋

湯殿大橋
●片田小学校

黒羽高校
●

国
道
２
９
４
号

国道４６１号

国道４６１号

須賀川小学校
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市
で
は
、
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
や

豊
か
な
自
然
環
境
の
水
質
保
全
を
目
指
し

て
、
平
成
27
年
度
ま
で
に
下
水
処
理
人
口

普
及
率
（
注
）約
80
％
を
目
標
に
下
水
道
事

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
度
ま
で
の
整
備
延
長
は
約
２

３
８
㎞
に
達
し
、
今
年
度
は
中
田
原
地
区

で
約
２
０
０
０
ｍ
の
管
渠
整
備
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

近
隣
の
皆
様
、
通
行
す
る
方
々
に
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

注「
下
水
道
処
理
人
口
普
及
率
」

　

 

下
水
道
を
利
用
で
き
る
地
域
の
人
口
を

　

 

市
の
人
口
で
除
し
た
値
。

　

本
市
で
は
水
洗
化
を
積
極
的
に
進
め
る

た
め
、
供
用
開
始
区
域
内
で
次
の
要
件
を

す
べ
て
満
た
す
場
合
は
、
公
共
下
水
道
と

同
じ
よ
う
に
市
の
負
担
で
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

●
市
負
担
工
事
と
な
る
私
道
の
要
件

･
私
道
の
幅
員
が
１
・
８
ｍ
以
上
で
、
公

　

道
に
接
続
し
公
衆
用
道
路
と
し
て
公
共

　

性
の
高
い
道
路
。

･
所
有
者
が
異
な
る
家
屋（
公
道
に
面
し

　

た
家
屋
は
除
く
）が
２
戸
以
上
あ
り
、
そ

　

の
す
べ
て
が
公
共
下
水
道
の
供
用
開
始

　

の
際
に
た
だ
ち
に
排
水
設
備
を
整
備
し
、

　

水
洗
化
す
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

･
私
道
の
土
地
の
所
有
者
の
同
意
が
得
ら

　

れ
る
こ
と
。

●
手
続
き

　

関
係
す
る
方
々
の
中
か
ら
代
表
者
を
選

　

び
、「
公
共
下
水
道
施
設
設
置
申
請
書
」

　

を
下
水
道
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
下
水
道
課
で
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
は
、
各
家
庭
が
排
水
設
備
工
事

を
し
て
下
水
道
に
流
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

は
じ
め
て
役
立
つ
も
の
で
す
。

　

下
水
道
が
供
用
開
始
に
な
っ
た
地
区
の

家
屋
の
所
有
者
は
、
供
用
開
始
の
日
か
ら

３
年
以
内
に
く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所

に
改
造
す
る
こ
と
や
、
台
所
、
風
呂
な
ど
の

生
活
排
水
を
速
や
か
に
接
続
す
る
こ
と
が

下
水
道
法
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

排
水
設
備
工
事
は
、
工
事
に
必
要
な
知

識
と
技
能
を
持
っ
て
い
る
１
３
７
社
の
指

定
工
事
店
（
９
ペ
ー
ジ
記
載
）
で
な
け
れ
ば

で
き
ま
せ
ん
。工
事
の
際
は
指
定
工
事
店

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
工
場
や
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
な
ど
の
事

　

業
所
で
は
、
他
の
手
続
き
が
必
要
に
な

　

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
ト
イ
レ
水
洗
化
の
普
及
促
進

を
図
る
た
め
、
改
造
工
事
に
必
要
な
資
金

の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

●
融
資
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ
る
方

　

市
税
・
受
益
者
負
担
金
な
ど
を
滞
納
し

　

て
い
な
い
方
で
、
下
水
処
理
区
域
内
の

　

家
屋
の
所
有
者
か
所
有
者
の
同
意
を
得

　

て
い
る
方
。

●
融
資
あ
っ
せ
ん
限
度
額

　

１
戸
に
つ
き
45
万
円

●
返
済
期
間　

最
長
45
か
月

●
利　

子　

市
負
担（
実
質
無
利
子
）

●
取
扱
金
融
機
関

　

郵
便
局
を
除
く
市
内
の
金
融
機
関

　

井
戸
水
を
使
用
し
て
公
共
下
水
道（
農

業
集
落
排
水
施
設
を
含
む
）に
接
続
し
て

い
る
世
帯
の
下
水
道
使
用
料
は
、
本
人
の

申
請
に
よ
り
そ
の
世
帯
の
人
員
で
下
水
道

使
用
料
が
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
条
例
で
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

世
帯
の
人
員
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、

速
や
か
に
下
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

下
水
道
課
工
務
１
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
２

平
成
22
年
度
の
下
水
道
工
事

　

ー
中
田
原
地
区
で
実
施
ー

私
道
の
下
水
道
工
事

水
洗
化
工
事
は
お
早
め
に

水
洗
ト
イ
レ
改
造
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん

井
戸
水
を
使
用
し
て
い
る

下
水
道
使
用
の
皆
様
へ

土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
の
漏
水
、

水
道
工
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

「
大
田
原
管
工
事
工
業
協
同
組
合
」へ

●
大
田
原
・
湯
津
上
地
区

　
　

０
９
０
‐
７
２
３
４
‐
４
４
６
２

●
黒
羽
地
区

　
　

０
９
０
‐
２
１
５
７
‐
１
５
１
３

中  田  原
富士電機機器制御(株)
大田原事業所工事箇所 富士電機機器制御(株)
大田原事業所
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山の手
城山
城山
元町
中央
中央
住吉
住吉
住吉
本町
末広
末広
美原
美原
浅香
若松
若松
富士見
富士見
加治屋
中田原
今泉
北金丸
南金丸
南金丸
南金丸
南金丸
上奥沢
上奥沢
上奥沢
倉骨
倉骨
親園
親園
親園
荻野目
上石上
薄葉
薄葉
藤沢
   
狭原
湯津上
蛭畑
蛭畑
湯津上
新宿
蛭田
佐良土
   
黒羽田町
堀之内
亀久
黒羽向町
黒羽向町
黒羽向町
寒井
寒井
桧木沢
蜂巣
大輪
中野内
中野内
中野内
中野内
中野内
北野上
北野上
木佐美
須賀川
須賀川

20-2305
22-6050
22-3378
23-1674
23-4131
23-4620
22-2929
23-3100
23-7170
22-4111
22-2456
20-1112
22-4224
22-2569
23-4012
22-4681
20-2067
23-6357
22-7885
22-5425
22-6377
23-3231
47-5520
23-1827
23-6272
22-3590
24-2655
24-3731
22-8100
23-2523
23-0382
22-4373
28-1877
28-2139
28-1767
28-0810
29-0555
29-0227
29-1547
28-0903
   
54-2828
98-3721
98-2680
98-2651
98-3582
98-2336
98-2345
98-2537
   
54-0122
54-1735
54-3549
54-1612
54-0633
54-0174
54-1807
54-3133
54-2818
54-3791
59-0872
59-0047
59-0046
59-0234
59-0115
59-0524
54-3674
54-3023
59-0456
58-0039
58-0224

（有）アルファ東宝
本澤工務店
（有）髙安産業
（有）大田原設備ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
（有）菊池設備工業
（株）三和電気工業所
田代設備工業（有）
大橋総設工業（株）
有限会社　アームズ
（株）伊藤電設
丸木ポンプ工業（企）
（株）みずほ
（有）上田幸設備
桜井設備工業
神山設備
柴田設備工業
（有）手塚設備工業
（有）富士設備工業
機動設備
細岡設備
（株）竹内設備
（協）環境整美公社
（株）サニテック・フカヤ
塩那エンジニアリング（株）
（株）塚本建設
（有）金堀設備工業
郡司設備工業
（株）綜和工業
（有）大設
（有）マコト設備工業
（有）田積設備工事
（有）野崎工業
国井設備工業
伴設備
ケイティエス工業
智設備
井上設備工業
（株）唐橋工業
（株）菊地工務所
（有）金澤農機商会
   
（株）二葉産業
児玉設備工業所
永森設備工業
吉成建設（有）
（有）森嶋設備
蜂巣設備
（有）中澤建築事務所
（有）小畑水工所
  
丹野建設（株）
（有）小山田建設
東石建設（有）
（有）三幸設備
（株）浜田屋組
（有）朝野建設
（有）礒　　組
（有）笹沼近代設備
（株）福島組
磯設備興業（有）
（有）関屋設備
（有）石塚設備
佐藤建設（有）
草崎電業社
（株）猪股建設
西崎工業
山本工業
（有）槙田商会
（有）大和住宅
ダイエー住宅設備
伊坂電気商会

0287-32-2102
0287-35-2861
0287-35-2932
0287-36-0167
0287-36-0179
0287-36-0278
0287-36-0341
0287-36-0944
0287-36-2228
0287-36-2784
0287-36-2833
0287-36-3987
0287-36-5320
0287-37-0545
0287-37-0741
0287-37-3117
0287-37-4786
0287-37-5772
0287-37-8850
0287-39-5731
0287-60-5050
0287-62-0258
0287-62-1051
0287-62-1231
0287-62-2824
0287-62-3679
0287-62-8913
0287-63-1320
0287-63-2600
0287-63-6924
0287-63-8620
0287-64-2307
0287-65-0205
0287-65-2321
0287-64-0732
0287-78-0782
0287-75-0819
0287-48-1409
0287-43-8970
0287-43-7086
0287-43-5415
0287-43-5646
028-686-8005
020-686-5136
028-686-4431
0287-92-2303
0287-92-2977
0287-96-3211
0287-96-3674
0287-83-2008
0287-84-0758
028-645-9671
028-662-2662
028-667-6512
028-648-1518
028-661ｰ015
028-665-3356
028-665-0256
028-674-2053
028-658-4100
028-648-0412
028-624-8439
0289-76-1310
0289-60-0830

028-680-1153

0288-22-0448

0285-68-1151

（有）小池組
（有）ホームサービスワタナベ
（有）薄井設備
鈴木電機（株）
（株）小出熱機工業
中里工業（株）
那須設備（株）
（有）伸和設備工業
（有）アドバンス栃木
福田設備
佐藤設備工業
大鹿設備
（有）相馬設備
古谷設備
（株）地熱工業
（有）新都設備
大島総業
ヒカリ企画
（有）大地設備
（有）水工技研
（有）クリプトン
（有）田代総合管工
（株）薄井産業
近代設備工業（株）
（株）北英工業
（株）新成設備
村上設備工業
ノダ産業（有）
（有）エム･アイ設備コンサルタント
アクツライフセツビ
（株）エルコア
（株）小畑工業社
（有）磯設備工業
（株）佐藤設備
（有）笛田設備
（有）小貫設備工業
（有）マスコ設備
（有）長峰設備工業
斉藤設備（有）
カンノ設備
泉水道（有）
ヒカリ空調
（株）サンテック
（有）阿久津設備工業所
タイガー設備工業
（株）本多商会
（有）益子ポンプ店
（株）田島工業
（有）手塚設備
（株）佐藤工業
大森設備工業
（有）平成スマイル設備工業
（株）栃木日化サービス
（有）東栄理工
大塚産業（株）
横山工業（株）
（株）広野冷熱工業
（有）湯沢設備工業
久保井水道（有）
（株）大森設備工業
（株）西浦工業
（株）ハンダ設備
（株）川田組
北都浄化槽

総和住設

（株）鮫島工業

（有）石川

大
田
原
地
区

湯
津
上
地
区

黒
羽
地
区

那
須
塩
原
市

那須町

矢板市

さくら市

那珂川町

那須烏山市

宇都宮市

高根沢町

日光市

鹿沼市

市貝町

大田原市排水設備指定工事店一覧



大田原地区
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県北体育館県北体育館

　

市
で
は
、
漏
水
事
故
を
防
止
し
、
水
道
水

を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
老
朽
管
の

布
設
替
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
場
所
の
近
く
に
お
住
ま
い
の
方
や

通
行
す
る
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

●
工
事
期
間　

８
月
〜
平
成
23
年
３
月

●
工
事
場
所　

大
田
原
・
下
石
上
・
薄
葉
・

　

佐
久
山
・
鹿
畑
・
湯
津
上
の
各
地
区
で

　

順
次
工
事
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

水
道
課
工
務
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
３

平
成
22
年
度

水
道
工
事
の
お
知
ら
せ

工事箇所

富士電機器機制御
大田原事業所
富士電機器機制御
大田原事業所

大田原赤十字病院大田原赤十字病院

大田原高校大田原高校
ホテルアオキ

神明町交差点

栃木県庁那須庁舎栃木県庁那須庁舎

佐久山中学校佐久山中学校佐久山中学校佐久山中学校

●

●

佐久山前坂交差点

佐久山地区 工事箇所

●
野崎中学校野崎中学校

国道４
号

国道４
号

野
崎
こ
線
橋
通
り
線

野
崎
こ
線
橋
通
り
線

下石上・薄葉地区

工事箇所

那須野が原ＣＣ

西坪橋

巻
川

県
道
親
園
南
金
丸
線

鹿畑・湯津上地区
工事箇所

佐久山小学校佐久山小学校

○

○

○

○

○
○

○

○

○

○
大田原市役所大田原市役所
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と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

難
病
の
専
門
医
な
ど
に
よ
る
医
療
相
談
を

定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

《
第
９
回　

皮
膚
・
結
合
組
織
疾
患
》

●
日　

時　

８
月
４
日（
水
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場　

所　

と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

　

ン
セ
ン
タ
ー
（
宇
都
宮
市
駒
生
町
３
３

　

3
７
‐
1
）　

１
階　

相
談
室

●
担
当
医
師　

獨
協
医
科
大
学
病
院

　

皮
膚
科　

濱
崎
洋
一
郎　

医
師

●
対
象
疾
患

・
強
皮
症

・
好
酸
球
性
筋
膜
炎

・
硬
化
性
委
縮
性
苔
癬

・
混
合
性
結
合
組
織
病

・
神
経
線
維
腫
症
Ⅰ
型

　

（
レ
ッ
ク
リ
ン
グ　

ハ
ウ
ゼ
ン
病
）

・
神
経
線
維
腫
症
Ⅱ
型

・
結
節
性
硬
化
症

　

（
プ
リ
ン
グ
ル
病
）

・
表
皮
水
疱
症

・
膿
疱
性
乾
癬

・
天
疱
瘡

・
重
症
多
形
滲
出
性
紅
斑（
急
性
期
）

・
色
素
性
乾
皮
症

・
先
天
性
魚
鱗
癬
様
紅
皮
症

《
第
10
回　

循
環
器
系
疾
患
》

●
日　

時　

８
月
27
日（
金
）

　

午
後
１
時
〜
４
時
ま
で

●
場　

所　

と
ち
ぎ
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

　

ン
セ
ン
タ
ー
（
宇
都
宮
市
駒
生
町
３
３

　

3
７
‐
1
）　

１
階　

相
談
室

●
担
当
医
師　

獨
協
医
科
大
学
病
院

　

循
環
器
内
科　

堀
中
繁
夫　

医
師

●
対
象
疾
患

・
肥
大
型
心
筋
症

 

・
突
発
性
拡
張
型（
う
っ
血
型
）心
筋
症

・
拘
束
型
心
筋
症

・
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病

 

・
ラ
イ
ソ
ゾ
ー
ム
病（
フ
ァ
ブ
リ
ー
病
）

 

・
家
族
性
突
然
死
症
候
群

●
申
込
方
法　

事
前
に
、
と
ち
ぎ
難
病
相

　

談
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
電
話
で
申
し
込

　

み
。（
完
全
予
約
制
）

●
予
約
受
付
時
間

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
４
時

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

０
２
８（
６
２
３
）６
１
１
３

※
問
い
合
わ
せ
の
み

　

市
健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）７
６
０
１

８月の日程８月の日程８月の日程集団健診集団健診集団健診

と
ち
ぎ
難
病
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

８
月
の
医
療
相
談
案
内

乳幼児健康相談
■問い合わせ:こども課母子健康係　　

すくすく教室
■問い合わせ:こども課母子健康係　 

管理栄養士･保健師･看護師が子育てについての相談を受けます。
日　時 場　所

８月10日(火)
9:30 ～ 11:00

内　容
身長と体重測定
育児相談

持ち物
母子健康手帳
(親子健康手帳)

10か月～11か月のお子さんを対象とした、こころとことば
を育む準備の教室です。対象者には個別に通知します。

 (２３  )８６３４

 (２３  )８６３４

健康ウオーキング
■問い合わせ:健康政策課成人健康係　　 

ストレッチや筋力トレーニングで身体をほぐし、ウオーキ
ングを行います。事前に電話予約が必要です。
日　時 場　所

８月５日(木)
9:15 ～ 11:30

内　　容
正しいウオーキング
の方法、ストレッチ ほか

持ち物
飲み物、帽子
タオル

黒羽
保健センター

 (２３  )７６０１

大田原
保健センター

日　時 場　所
８月６日(金)
9:30 ～ 11:30

内　容
講話、集団指導(親
子のスキンシップ)

持ち物
母子健康手帳
(親子健康手帳)

大田原
保健センター

■問い合わせ
　健康政策課成人健康係
　　　（２３）７６０１

●｢特定健康診査｣または｢後期高齢者健
　診｣を受診する方は、｢保険証｣と｢特
　定健康診査受診券｣をご持参ください。
●申し込んだ日程を変更する方や、ま
　だ申し込みをしていない方は、健康
　政策課成人健康係までご連絡ください。
　変更のご連絡がない場合、ご希望の日
　に受診できません。

　８月１日(日)
★８月２日(月)
★８月３日(火)
★８月４日(水)
　８月８日(日)
　８月９日(月)
★８月11日(水)
　８月18日(水)
　８月21日(土)
　８月24日(火)
　８月29日(日)
　８月30日(月)

両郷地区公民館
奥沢小学校
佐久山小学校
須賀川集会所
市役所東別館
宇田川小学校
両郷地区公民館
薄葉小学校
石上小学校
親園中学校
薄葉小学校
金田南地区公民館

両郷地区
上奥沢･奥沢
下町･新町･大沢･平山･佐久山南部
須賀川地区
加治屋
宇田川･宇田川ニュータウン･荻野目
両郷地区
上薄葉･中薄葉
上石上･野崎
親園北区・実取･滝岡
平沢･薄葉団地･薄葉第三団地
北金丸

《受付時間》
　7:30～10:00
　★印は8:00～10:00

日にち 会　　場 対　象　地　区



　休日等急患診療所は、市民の健康
を守るために、那須郡市医師会の開
業医等が交代で、休日等の夜間の初
期救急患者の診療を行っています。
　比較的軽い症状のときは、まず休
日等急患診療所をご利用ください。
　診察をしたうえで詳しい検査や入
院が必要な場合は、速やかに救急指
定病院等と連携して適切な診療を行
います。

■休日当番医・休日等急患診療所・夜間
　等診療当番病院に関する問い合わせ
　健康政策課健康政策係
　　　 (２３)８７０４
　平日  午前８時30分 ～午後５時15分

名  　称 大田原市休日等急患診療所
黒磯那須地区
休日等急患診療所

診 療 日

日曜日、火曜日、水曜日
休日
お盆(8／14～8／16)
年末年始(12／29～1／3)

日曜日、月曜日、木曜日
金曜日、土曜日
休日
年末年始(12／29～1／3)

診療時間 ６時30分～ ９時30分 ７時～10時

所 在 地 大田原市若草1丁目-832
(大田原保健センター隣接)

電話番号 ０２８７(２３)６５００

那須塩原市黒磯幸町8-10
(黒磯保健センター内)

０２８７(６３)１１００

午後 午後 午後 午後

案 内 図
大田原小学校

消防署

大田原警察署

室井病院

白河信金

福祉センター

ボウリング場

大田原
女子高校
大田原
女子高校

大田原小学校
消防署

大田原
赤十字病院
大田原
赤十字病院

大田原警察署

大田原
市役所
大田原
市役所

室井病院
大田原
郵便局
大田原
郵便局

白河信金

福祉センター

ボウリング場
黒　

磯　
駅

大島内科小児科医院

黒磯
小学校

滝田メディカル
クリニック

黒磯中央町
郵便局

大島内科小児科医院

黒磯
小学校

滝田メディカル
クリニック

黒磯中央町
郵便局

黒磯那須地区
休日等急患診療所

福島整形外科病院福島整形外科病院

大田原市
休日等急患診療所
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●大田原市休日等急患診療所診療日
●黒磯那須地区休日等急患診療所診療日
■２診療所同時診療日

日
１
８
15
22
29

月
２
９
16
23
30

火
３
10
17
24
31

水
４
11
18
25

木
５
12
19
26

土
７
14
21
28

金
６
13
20
27

８月 の 診 療 日

夜間等診療当番病院夜間等診療当番病院
病院群輪番制病院

(一般)
小児救急拠点病院

(小児)
大田原赤十字病院

菅間記念病院

那須中央病院

菅間記念病院

那須中央病院

菅間記念病院

国際医療福祉大学病院

大田原赤十字病院

国際医療福祉大学病院

大田原赤十字病院

国際医療福祉大学病院

菅間記念病院

国際医療福祉大学病院

菅間記念病院

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

【診療時間】
  午後５時30分～翌朝午前８時30分　
大田原赤十字病院 住吉町2-7-3
那須中央病院 下石上1453　
菅間記念病院 那須塩原市大黒町2-5　
国際医療福祉大学病院 那須塩原市井口537-3

曜
日

曜
日

◎比較的軽い症状の方は、平日の診療時間内に受診するか、
　休日当番医、休日等急患診療所をご利用ください。
◎診療を受けた方が良いか、家庭で様子を見ても良いか悩ん
　だときは、下の電話相談をご利用ください。

《お願い》事前に当番病院に電話をして
　　　　　から受診してください

0287(23)1122

0287(29)2121

0287(62)0733 　

0287(37)2221

電 話 番 号所　在　地当　番　医日（曜日）
　１日(日)
　８日(日)
14日(土)
15日(日)
16日(月)
22日(日)
29日(日)

●相談時間　毎日  24時間
●電話番号　０７０－６５７１－８５３７

●大田原赤十字病院電話相談●
●相談時間　
　毎日  午後７時～午後11時
●電話番号　
　０２８－６００－００９９
　
　局番なし ♯８０００
※携帯電話・プッシュ回線の方　

●とちぎ子ども救急電話相談●

青柳医院
赤羽胃腸科外科肛門科医院
長嶋医院
橋本内科クリニック
池永腎内科クリニック
阿部内科
礒外科小児科医院

(２２)２１２２
(２３)１１３１
(２９)００５０
(２２)２２２０
(２４)７０７０
(２８)００５３
(２２)２６０１

中央２-１-２
城山２-５-２９
下石上１２４６
元町１-２-１４
町島２００-８
佐久山２０１８
浅香３-３７１１

休日の午前９時～午後５時
にかかりたいとき

夜間に比較的軽い症状で
かかりたいとき

夜間・早朝に比較的重い
症状でかかりたいとき

事前に当番医療機関に電話を
してから受診してください

【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時
【休日当番医診療時間】
　午前９時～午後５時

休日等急患診療所大田原市
黒磯那須地区

８月の休日当番医

休日等急患診療所大田原市
黒磯那須地区

８月の休日当番医

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　お子さんが急な病気
やけがで心配なとき、
家庭での対処方法など
を、経験豊富な看護師
がアドバイスします。

大田原赤十字病院では、ベテラン看護師による毎
日24時間体制での電話相談を行っています。
　適切なアドバイスが受けられますので、
まずは電話でご相談ください。
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国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
医
療
機
関
に

入
院
し
た
場
合
、「
国
民
健
康
保
険
限
度
額

適
用
認
定
証
」を
提
示
す
る
こ
と
で
、
保
険

診
療
分
の
自
己
負
担
額
を
、
所
得
に
応
じ

た
限
度
額
ま
で
に
制
限
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。（
食
事
代
、
差
額
ベ
ッ
ド
代
は
別
途

か
か
り
ま
す
。）

　

限
度
額
適
用
認
定
証
の
発
行
に
は
毎
年

交
付
申
請
が
必
要
で
す
。ま
た
、
年
齢
お
よ

び
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
限
度
額
が
変
わ

る
た
め
、
所
得
税
の
確
定
申
告
ま
た
は
住

民
税
の
申
告
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
、
限

度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
申
請
を
行
う
前

に
、税
の
申
告
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
の
有
効
期
限
は
７

月
31
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
８
月

以
降
入
院
を
す
る
場
合
に
は
、
８
月
２
日

（
月
）以
降
に
新
し
い
限
度
額
適
用
認
定
証

の
交
付
申
請
が
必
要
で
す
。

●
申
請
窓
口

・
国
保
年
金
課（
本
庁
舎
１
階
）

・
湯
津
上
支
所
総
合
窓
口
課

・
黒
羽
支
所
市
民
福
祉
課

●
申
請
に
必
要
な
物（
入
院
さ
れ
る
ご
本

　

人
の
も
の
）

・
大
田
原
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
印
か
ん

・
限
度
額
適
用
認
定
証（
す
で
に
交
付
を

　

受
け
て
い
る
方
）

●
注
意
事
項

①
限
度
額
適
用
認
定
証
は
、
申
請
月
の
１

　

日
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

②
国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
あ
る
場
合

　

は
、
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
を
受

　

け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

③
限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
て

　

い
な
い
方
は
、
窓
口
で
自
己
負
担
額
の

　

全
額
を
支
払
っ
て
い
た
だ
き
、
後
か
ら

　

申
請
に
基
づ
き
高
額
療
養
費
が
支
給
さ

　

れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

国
保
年
金
課
国
保
医
療
係

　
　
　
（
２
３
）８
８
５
７

●
日　

時　

８
月
22
日（
日
）　

午
前
６
時

　

出
発
、
午
後
６
時
市
内
到
着
予
定

●
集
合
場
所　

市
役
所
東
別
館
駐
車
場

●
行
き
先　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

●
対　

象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
み
な
さ
ん

●
定　

員　

40
名

●
参
加
費　

大
人
２
０
０
０
円

　

子
ど
も
１
０
０
０
円（
３
歳
以
下
無
料
）

●
申
込
方
法　

７
月
30
日（
金
）ま
で
に
、
こ

　

ど
も
課
窓
口
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
申

　

し
込
み
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
前
年
度
参
加

　

者
を
除
き
抽
選
と
し
、そ
の
結
果
を
連
絡
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
３
２

　

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
を
引
き
続

き
得
る
た
め
に
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

受
給
資
格
者
は
、
次
の
期
間
中
に
忘
れ

ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
お
よ
び
会
場

 

《
大
田
原
地
区
》

●
期　

間　

８
月
６
日
（
金
）
〜
８
月
12
日

　
（
木
）　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
会　

場　

市
役
所
東
別
館
１
階  

会
議
室

  《
黒
羽
地
区
》

●
日　

時　

受
付
日　

８
月
４
日（
水
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
会　

場　

黒
羽
支
所
２
階  

第
１
会
議
室

※
湯
津
上
支
所
で
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

※
期
間
後
は
、
こ
ど
も
課
窓
口
で
受
け
付
け

　

ま
す
。

●
対
象
者　

児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者

※
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
手
当
を
受
給
し

　

て
い
な
い
方
も
対
象
と
な
り
ま
す

※
対
象 
者
に
は
個
別
に
通
知
し
ま
す

●
持
参
す
る
も
の　

健
康
保
険
証
（
受
給

　

者
お
よ
び
児
童
の
も
の
）な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
３
２

国
民
健
康
保
険
加
入
者
対
象

入
院
時「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

交
付
申
請

ひ
と
り
親
家
庭
の
み
な
さ
ん
を

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
ご
招
待

８
月
は
児
童
扶
養
手
当
の

現
況
届
提
出
月
で
す

子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報子育て支援情報
子育てサロン
★開設時間  9:00～12:00

つどいの広場
★開設時間  9:00～14:00

子育て支援センター
★開設時間  9:00～16:00

■問い合わせ　
　こども課子育て支援係
　　　（２３    ）８９３２

【お願い】施設の利用にあたっては、ケガや事故防止のため、
　お子さんから目を離さないようお願いします。

木曜日　休館：7/22、
7/29、8/5、8/12

火･木･金･第２土曜日
休館：7/20

火曜日　休館：8/3子育てサロン かねだ
(金田北地区公民館)

子育てサロン のざき
(うすばアットホーム)

月･水･金・第４土曜日
休館：7/19、8/4

つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま
(旧さくやま保育園)

赤ちゃんから就園前までのお子さんと保
護者の交流の場です。

就園前のお子さんと保護者が交流を図り
ながら育児相談などを行うための場です。

親子交流の場の提供や子育ての悩みに関す
る相談・適切なアドバイスを行います。
※電話相談も受け付けております。

月・水曜日
休館：7/19

子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園)

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館)

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園)
くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園)

毎週
月～金曜日
休館：7/19

（２３）８７２８

（２２）５５７７

（９８）３８８１

（５９）１０７７

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日

開設日
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●
対
象
者

　

お
お
む
ね
35
歳
ま
で
の
方

　
（
大
学
生
可
）

●
申
込
受
付

　

７
月
20
日（
火
）午
後
７
時
〜
９
時

　

７
月
21
日（
水
）以
降
は
午
後
０
時
30
分

　

〜
８
時（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

●
申
込
方
法

　

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
窓
口
に
直
接
申

　

し
込
み
。

●
休
館
日

　

土
・
日
曜
日
、祝
日
、年
末
年
始

●
そ
の
他

　

受
講
料
は
無
料
で
す
が
、
教
材
費
の
ほ

　

か
に
傷
害
保
険（
３
０
０
円
）の
加
入
手

　

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　
　
（
２
２
）６
８
７
８

●
日　

時　

８
月
３
日（
火
）

　

午
前
９
時
〜
正
午（
小
雨
実
施
）

●
集
合
場
所　

大
田
原
市
勤
労
者
総
合
福

　

祉
セ
ン
タ
ー

●
講　

師　
（
財
）栃
木
県
環
境
技
術
協
会
職
員

●
募
集
人
員　

親
子
50
名
程
度

●
持
参
す
る
も
の　

長
靴
、
帽
子
、
筆
記
用

　

具
、雨
具
な
ど

●
申
込
方
法　

７
月
30
日（
金
）ま
で
に
電

　

話
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
環
境
政
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
６

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
で
は
、
老
年
看
護

学
実
習
の
一
貫
と
し
て
、
市
内
に
学
生
が

出
向
き
、
お
年
寄
り
と
か
か
わ
る「
ふ
れ
あ

い
実
習
」
を
次
の
と
お
り
予
定
し
て
い
ま

す
。学
生
が
お
伺
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
期　

間　

８
月
３
日（
火
）･４
日（
水
）・

　

17
日（
火
）･18
日（
水
）

●
実
習
生　

国
際
医
療
福
祉
大
学
保
健
医

　

療
学
部
看
護
学
科
３
年
生
１
２
６
人

●
実
習
方
法

・
期
間
中
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
市
内

　

で
暮
ら
し
て
い
る
お
年
寄
り
に
声
を
か

　

け
て
お
話
を
伺
い
ま
す
。

・
大
学
の
所
定
の
身
分
証
明
書（
名
札
）を

　

首
か
ら
下
げ
て
い
ま
す
。

・
服
装
は
ス
ー
ツ
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

国
際
医
療
福
祉
大
学
保
健
医
療
学
部
看

　

護
学
科

　
　

老
年
看
護
学
担
当　

谷　

規
久
子

　
　
　
（
２
４
）３
５
９
０

　

栃
木
県
教
育
委
員
会
で
は
、
よ
り
多
く

の
県
民
の
皆
様
に
教
育
委
員
会
の
役
割
や

活
動
を
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、
次
の
と

お
り『
移
動
教
育
委
員
会
』を
開
催
し
ま
す
。

●
日　

時　

８
月
３
日（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

●
場　

所　

足
利
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

　
（
足
利
市
有
楽
町
８
３
７
）

●
内　

容　

移
動
教
育
委
員
会（
午
後
１
時

　

30
分
〜
）・
傍
聴
さ
れ
た
方
々
と
教
育
委

　

員
と
の
意
見
交
換
会（
委
員
会
終
了
後
）

●
定　

員　

50
名（
先
着
順
）

●
申
込
期
間　

７
月
30
日（
金
）ま
で（
必
着
）

●
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先（
日

　

中
連
絡
が
と
れ
る
電
話
番
号
）を
記
入

　

の
う
え
、
ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー

　

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
教
育
委
員
会
事
務
局
安
足
教
育

　

事
務
所　

総
務
課

　
　

〒
３
２
７
‐
８
５
０
３

　
　

佐
野
市
堀
米
町
６
０
７

　
　
　

０
２
８
３（
２
３
）１
４
７
１

　
　
　

０
２
８
３（
２
３
）４
２
７
４

　
　
　

ansoku-kyouiku@
pref.tochigi.lg.jp

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
ジ
ョ
イ
フ
ル
館
）第
２
期
講
座

受
講
生
募
集

テニス
華道
ジャズダンス
ヨガ
フィットネス太極拳
着付
エアロビクス
ゴルフ
茶道

手打ち蕎麦

橋本　篤治
瀬尾　草萠
佐藤　明湖
中園　美菜子
竹内　祐子
平山　久子
鈴木　幸江
田口　博満
植竹　宗楽
藤掛　清子
千本　博美
蜂巣　耕平

 火
 水
 木
 金
 水
 木
 金
 木
 月

 
 木

午後７時30分～９時30分
午後６時30分～８時30分
午後７時～９時
午後７時～９時
午後７時～９時
午後７時～９時
午後７時～９時
午後７時～９時
午後６時30分～８時30分

午後６時30分～８時30分

10
12
10
10
10
12
10
10
18

 ６

 25
 20
 20
 15
 15
 13
 20
 15
 20

 12

８月３日
８月18日
８月19日
８月20日
９月１日
９月２日
９月３日
９月９日
10月４日

11月11日

 1,000円
 9,000円
   500円
   500円
   500円
   500円
   500円
 　500円
 3,800円

 6,000円

講師名 教材費開講
曜日講座・教室名 開講時間 回数 定員 開始日

料理 月 午後６時30分～８時30分 15  15 10月４日 10,000円

「
水
生
生
物
教
室
」参
加
者
募
集

国
際
医
療
福
祉
大
学
の
学
生
が

市
内
で
ふ
れ
あ
い
実
習
を
行
い
ま
す

「
移
動
教
育
委
員
会
」開
催
の

お
知
ら
せ
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市
で
は
、
栃
木
県
と
協
働
に
よ
り
、
納
税

の
公
平
と
税
収
の
確
保
を
図
る
た
め
、
７

月
か
ら
８
月
を
「
市
町
村
税
徴
収
強
化
月

間
２
０
１
０
夏
」と
し
て
、
徴
収
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
に
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源

移
譲
が
行
わ
れ
、
所
得
税
が
減
り
、
住
民

税
が
増
え
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
財
源
で
は
な
く
税
源
の
移
譲

で
す
の
で
、
住
民
税
の
収
納
率
が
低
い
と

市
の
予
算
は
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
市
の
予
算
に
占
め
る
住

民
税
の
割
合
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
を
意

味
し
、
税
収
が
確
保
で
き
な
い
場
合
、
予

定
し
て
い
た
事
業
が
行
え
な
く
な
る
な
ど

必
要
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
支
障
を

き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
な
役
割

を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。国
で
は
な
く
、

納
税
者
で
あ
る
皆
さ
ん
が
自
分
た
ち
の
市

を
支
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　

期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
場
合
は

財
産
の
滞
納
処
分（
差
押
・
公
売
な
ど
）を

行
い
ま
す
。　

　

差
押
財
産
の
調
査
の
た
め
、
滞
納
者
の

住
居
や
事
業
所
の
捜
索
を
行
っ
た
り
、
自

動
車
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

①
納
税
相
談　

市
税
な
ど
を
納
期
限
内
に

　

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
方
の
相
談
を
受

　

け
付
け
て
い
ま
す
。

②
納
税
催
告　

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付

　

が
な
い
方
に
対
し
、
督
促
状
・
催
告
書

　

な
ど
の
送
付
、
電
話
催
告
、
自
宅
訪
問
、

　

勤
務
先
訪
問
を
行
い
ま
す
。

③
財
産
調
査　

官
公
署
、
金
融
機
関
、
保

　

険
会
社
、
通
信
機
関
な
ど
に
対
し
て
滞

　

納
者
の
財
産
を
調
査
し
ま
す
。

④
給
与
調
査　

滞
納
者
の
給
与
を
差
し
押

　

さ
え
る
た
め
、
勤
務
先
に
対
し
給
与
調

　

査
を
行
い
ま
す
。

⑤
差
押
処
分　

不
動
産
・
預
貯
金
や
生
命

　

保
険
、
給
与
の
ほ
か
、
自
動
車
な
ど
の

　

差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
。
差
し
押
さ

　

え
後
も
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、
差
押
財

　

産
の
公
売
・
取
立
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

収
税
課
徴
収
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
３

●
日　

時　

８
月
25
日（
水
）

・
給
油
取
扱
所
講
習

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

・
一
般（
そ
の
他
）講
習

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

●
場　

所　

金
田
北
地
区
公
民
館

●
講
習
区
分　

給
油
取
扱
所
講
習
〔
給
油

　

取
扱
所
に
従
事
す
る
方
〕、
一
般（
そ
の

　

他
）講
習〔
給
油
取
扱
所
以
外
の
施
設
に

　

従
事
す
る
方
〕

●
講
習
科
目
・
時
間

・
危
険
物
関
係
法
令
に
関
す
る
事
項　

１
時
間

・
危
険
物
の
火
災
予
防
な
ど
に
関
す
る
事

　

項　

２
時
間

●
対
象
者　

危
険
物
の
製
造
所
、
貯
蔵
所
ま

　

た
は
取
扱
所
に
お
い
て
、
現
に
危
険
物
の
取

　

扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る
危
険
物
取
扱
者
。

※
継
続
し
て
危
険
物
取
扱
作
業
に
従
事
し

　

て
い
る
方
は
、
免
状
の
交
付
を
受
け
た

　

日
ま
た
は
前
回
講
習
を
受
け
た
日
か
ら

　

３
年
以
内
ご
と
に
こ
の
講
習
を
受
け
な

　

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
免
状
の
交
付
ま
た
は
前
回
講
習
を
受
け

　

た
日
か
ら
３
年
以
上
経
過
し
て
い
て
、

　

新
た
に
危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
す

　

る
こ
と
に
な
っ
た
方
は
、
従
事
す
る
こ

　

と
と
な
っ
た
日
か
ら
１
年
以
内
に
こ
の

　

講
習
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
所
有
者
で
、現
に

　

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
る

　

方
は
、保
安
講
習
を
受
講
し
な
け
れ
ば
な

　

ら
な
い
法
律
上
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

●
定　

員　

各
１
０
０
人

●
受
講
手
数
料　

４
７
０
０
円
（
栃
木
県

　

収
入
証
紙
）

●
受
付
期
間　

７
月
26
日
（
月
）
〜
８
月
２

　

日（
月
）　

土
・
日
曜
を
除
く
午
前
８
時

　

30
分
〜
午
後
５
時
15
分

●
受
付
場
所　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組

　

合　

消
防
本
部
予
防
課

※
受
付
時
に
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
確
認

　

を
行
い
ま
す
の
で
、
必
ず
危
険
物
取
扱

　

者
免
状
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
講
申
請
書
お
よ
び
講
習
会
案
内
な
ど

　

は
、
消
防
本
部
お
よ
び
消
防
署
・
各
分

　

署
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

㈳
栃
木
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会

　
　
　

０
２
８（
６
２
２
）０
４
３
８

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合　
　
　
　

　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
（
２
２
）３
０
１
６

●
日
時
・
場
所

①
７
月
27
日（
火
）西
荒
川
ダ
ム（
塩
谷
町
）

②
７
月
28
日（
水
）東
荒
川
ダ
ム（
塩
谷
町
）

③
７
月
29
日（
木
）寺
山
ダ
ム（
矢
板
市
）

④
７
月
30
日（
金
）塩
原
ダ
ム（
那
須
塩
原
市
）

　

各
日
と
も
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１

　

時
〜
３
時

●
内　

容　

・
西
荒
川
ダ
ム
・
寺
山
ダ
ム　

ダ
ム
の
操

　

作
室
な
ど
を
公
開

・
東
荒
川
ダ
ム
・
塩
原
ダ
ム　

ダ
ム
の
操

　

作
室
、
ダ
ム
堤
体
内
部
を
特
別
公
開

●
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

那
珂
川
水
系
ダ
ム
管
理
事
務
所

　
　
　

０
２
８
７（
４
３
）５
２
２
４

あ
な
た
の
税
が
支
え
ま
す　

市
町
村
税
徴
収
強
化
月
間
２
０
１
０
夏

一
人
ひ
と
り
が
大
田
原
市
を
支
え
ま
す

税
収
確
保
に
向
け
た
市
の
取
り
組
み

自
主
的
な
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習

「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」

ダ
ム
の
一
般
公
開
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●
受
験
資
格　

昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
子
お

　

よ
び
女
子

●
勤
務
内
容　

刑
務
所
・
少
年
刑
務
所
ま

　

た
は
拘
置
所
に
勤
務
し
、
被
収
容
者
に

　

対
し
日
常
生
活
の
指
導
・
職
業
訓
練
指

　

導
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
試
験
日　

 

・
第
１
次
試
験　

９
月
19
日（
日
）

 

・
第
２
次
試
験　

10
月
15
日（
金
）･
10
月

　

16
日（
土
）

●
申
込
用
紙
請
求
方
法　

黒
羽
刑
務
所
庶

　

務
課
窓
口
に
直
接
、
ま
た
は
封
書
で
請

　

求
。  

封
書
で
請
求
す
る
際
は
、
封
筒
の

　

表
の
左
に
「
刑
務
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

　

１
４
０
円
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒

　

　
（
角
形
２
号
）を
同
封
し
て
請
求
。

●
受
付
期
間

　

７
月
20
日（
火
）〜
８
月
３
日（
火
）

　

※
郵
送
時
は
８
月
３
日（
火
）消
印
有
効

●
申
込
方
法　

受
験
申
込
書
を
、
受
験
案

　

内
に
記
載
さ
れ
た
申
込
先
へ
、
で
き
る

　

だ
け
郵
送（
簡
易
書
留
）で
提
出
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
刑
務
所
庶
務
課
人
事
係

　
　

〒
３
２
４
‐
０
２
９
３

　
　

大
田
原
市
寒
井
１
４
６
６
‐
２

　
　
　
（
５
４
）１
１
９
１

刑
務
官
募
集

刑
務
請
求

黒
羽
刑
務
所

　

庶
務
課
人
事
係

大
田
原
市
寒
井
１
４

324-0293切
手

○
○
○

大
田
原
市32
4-
00
00

140

返信用封筒

土
７
14
21
28

水
４
11
18
25

木
５
12
19
26

金
６
13
20
27

日
１
８
15
22
29

月
２
９
16
23
30

火
３
10
17
24
31

「ペルセウス座流星群観望会」
 参加者募集 !!

「ペルセウス座流星群観望会」
 参加者募集 !!

19,529人
(723人)

3,772人
(140人)

6,952人
(257人)

1,501人
( 56人) 6,228冊

6,305点

1,651点

33点

入 館 者
(1日平均)

個人貸出利用者数
(1日平均)

29,938冊

本 CD･ビデオ
貸 出 点 数種 別

施設区分

大田原

黒　羽

1,426人
( 53人)

119人
(  4人) 359冊湯津上

６
月
の
統
計

●日　時　８月１日(日)、８月８日(日)
　　　　　８月15日(日)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階 　児童クラブ室
●出　演　ピノキオおはなし会のみなさん
●内　容　絵本の読み聞かせ･紙しばい･工作など

●日　時　８月14日(土)　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階　児童クラブ室
●出　演　ガールスカウトのみなさん
●内　容　ブックトーク･紙しばい･工作など

ピノキオおはなし会

子どものつどい

★大田原図書館
★湯津上庁舎図書室

●印は休館日●印は休館日８月の図書館カレンダー８月の図書館カレンダー

★黒羽図書館

土
７
14
21
28

水
４
11
18
25

木
５
12
19
26

金
６
13
20
27

日
１
８
15
22
29

月
２
９
16
23
30

火
３
10
17
24
31

(23)4560
開館  平　日 9:30～19:30
時間  土日祝 9:30～17:30

開館  平　日  9:00～17:00
時間  土日祝  9:00～17:00(98)7037

＊図書館のホームページ上で、蔵書の予約ができます。
　事前に図書館カウンターでパスワードの登録申請をし
　てください。
http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

●日　時　８月13日(金)
　　　　　午後７時～同午後９時
●内　容　流れ星についての解説を行っ
　た後、芝生広場で観望を行います。
　（当日の天候によって内容の一部変更あり）
●場　所　大田原市ふれあいの丘 
　（駐車場はふれあいの丘共用駐車場を利用）
●対　象　一般(中学生以下は保護者同伴)
●人　数　50名
●参加費　大人 400円、小中学生 200円
●申込方法　天文館まで、直接または電
　話でお申し込みください。
●受付時間　午前９時～午後９時30分

★申し込み・問い合わせ
大田原市ふれあいの丘天文館
　　(２８)３２５４

(59)0855
開館  平　日  9:30～18:30
時間  土日祝  9:30～17:30

８月の「コアラおはなし会」はお休みです

★ペルセウス座流星群
しぶんぎ座流星群(１月)、ふたご座流
星群(12月)と並ぶ、三大流星群のひと
つ。他の流星群と比べ、気候が暖かい
時期にあたるため、観望しやすい流星
群です。
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チケット好評発売中チケット好評発売中

まもなく開催 ! !まもなく開催 ! !

　来年１月に開催する｢第６回ハーモニーホール展｣
に新たに出品を希望する方を募集しています。
●開催日　平成23年１月15日(土)～１月23日(日)
●会　場　那須野が原ハーモニーホール
　　　　　第１･２ギャラリー、交流ホール(予定)
●対象者　高校生以上で栃木県在住の方
●出品点数　１人１点（出品無料）
●募集部門　日本画、洋画、版画、書、彫刻、工芸
●申込期限　８月31日(火)
●提出書類　新規出品申込書、作品詳細、作品写真

｢第６回ハーモニーホール展｣
新規出品者募集中

｢第６回ハーモニーホール展｣
新規出品者募集中

※申込方法など、詳細についてはハーモニーホール
　事務局までお問い合わせください。
※審査を行い展示作品を決定するため、応募作品が
　展示されない場合もありますのでご了承ください。

チ ケ ッ ト
全 席 自 由

●トリオ・ラ・プラージュwithフレンズの  
　「０才からのファミリー・コンサートvol.13
●トリオ・ラ・プラージュwithフレンズの  
　「０才からのファミリー・コンサートvol.13

日時・会場 ８月１日(日)
午前10時45分開演／大ホール
大人  1,000円(友の会  900円)
小学生～高校生  200円
０歳～小学生未満  無料

♪毎回好評のトリオ･ラ･プラージュによる人気コ
ンサート。今回は３人の仲間が加わり、迫力ある
サウンドをお聴きいただけます。おもに未就学児
向けの約1時間のプログラムです。

チ ケ ッ ト
全 席 自 由

●トリオ・ラ・プラージュwithフレンズ
　ファンタスティックコンサート」
●トリオ・ラ・プラージュwithフレンズ
　ファンタスティックコンサート」

日時・会場

８月１日(日)
 午後３時開演
 大ホール　

♪オーケストラ曲でも6人で演奏してしまう驚異
のミニミニオーケストラ！ご家族でお馴染みの名
曲をどうぞ。

※入場は３歳以上とさせていただきます。
※妊婦招待事業です。
【出演】トリオ・ラ・プラージュwithフレンズ
　ヴァイオリン:田口美里(都響団員)
　クラリネット:近藤千花子(東響団員)
　ピアノ:渚　智佳(フリー)
　トランペット:牛腸和彦(フリー)
　ホルン:丸茂　新(フリー)
　コントラバス:村松裕子(新日フィル団員)

 大人  1,000円(友の会  900円)
 中学生～高校生  500円、３歳～小学生  無料

●渚智佳ピアノリサイタル
第54回レクチャー・コンサート・シューマン生誕200年記念事業

●渚智佳ピアノリサイタル

日時・会場 ８月20日(金)
午後６時開演／大ホール

【演奏予定曲目】
　♪ローベルト・シューマン:
　　謝肉祭Op.9　幻想小曲集
　　Op.12より飛翔 ほか
　♪クラーラ・シューマン:
　　音楽の夜会より
　　マズルカOp.6-5

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

●歌舞劇ロマン　カンアミ伝●歌舞劇ロマン　カンアミ伝

※入場は就学児以上とさせていただき
　ます

日時・会場 10月11日(月)
午後２時開演
小ホール
一般  4,000円
(友の会 3,600円)

♪観阿弥、激動の人生を初のミュ
　ージカル化。

第54回レクチャー・コンサート・シューマン生誕200年記念事業

第１部　レクチャー「シューマンの人と作品」
第２部　コンサート

一般  1,000円
(友の会 900円)

※入場は就学児以上とさせてい
　ただきます

●那須フィルハーモニー管弦楽団
 「名曲コンサート」
●那須フィルハーモニー管弦楽団
 「名曲コンサート」
日時・会場 ９月５日(日)

午後５時開演／大ホール
チ ケ ッ ト
全 席 指 定

一般  500
小学生・中学生  無料

※入場は就学児以上とさせていただきます
※小中学生も入場券(無料)が必要です
【出演】那須フィルハーモニー管弦楽団
【賛助出演】那須野が原ハーモニーホール合唱団
　　　　　　大田原中学校吹奏楽部
【演奏予定曲目】
　♪エルガー:行進曲｢威風堂々｣第1番
　♪モーツァルト:交響曲第29番　イ長調　K.201
　♪サラサーテ:ツィゴイネルワイゼン
　　(ソロ:執行恒宏)
　♪チャイコフスキー:荘厳序曲｢1812年｣作品49 ほか

那須フィルハーモニー管弦楽団那須フィルハーモニー管弦楽団

トリオ･ラ･プラージュwithフレンズトリオ･ラ･プラージュwithフレンズ

渚　智佳(ピアノ)渚　智佳(ピアノ)
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６月19日  第18回くろばね紫陽花まつり
（黒羽城址公園 ほか）

初日のオープニング式典では、各来賓あいさ
つやあじさいの記念植樹、黒羽高校の生徒た
ちによる黒羽太鼓の演奏が行われ、23日間に
わたって開催される紫陽花まつりの初日に花
を添えました。

元町ほほえみセンターでの活動を紹介
古布やカレンダーをエプロンドレスやバッグにリメイク
(大田原くらしの会)

元町ほほえみセンターでの活動を紹介
古布やカレンダーをエプロンドレスやバッグにリメイク
(大田原くらしの会)

｢大切な地球を守ろう｣
エコカルタの読み札を来場者と一緒に手話で練習
(こどもエコクラブ｢森の小人｣・｢ガールズ｣)

｢大切な地球を守ろう｣
エコカルタの読み札を来場者と一緒に手話で練習
(こどもエコクラブ｢森の小人｣・｢ガールズ｣)

６月12日  第13回大田原市環境フォーラム
（大田原市総合文化会館）

環境保全に対する意識啓発のため、市内の学
校・団体などが、日ごろから実践している環
境保全活動について事例発表を行いました。
《発表団体》
　・大田原市立金田南中学校
　・大田原市くらしの会
　・こどもエコクラブ｢ガールズ｣｢森の小人｣
　　（ガールスカウト栃木第23団）
　・東京電力株式会社栃木北支社

６月20日  親子クワガタ教室
（ふれあいの丘  研修室）  

15組の親子が参加し、日本に生息するクワガタの
種類や生態､採集時のポイントなどを学びました｡
全６回の期間中にノコギリクワガタの飼育を体験
してもらおうと、講義の後半にクワガタの幼虫を
配布。家庭で飼育できるよう、ふれあいの丘学習
ボランティアの指導を受けながら、親子で協力し
て幼虫を飼育用のビンに詰めました。

６月13日  大田原市消防団消防操法競技会
（市野沢小学校 校庭）

消防団の技術の向上と団員の士気の高揚を
目的に消防操法競技会が開催されました。
ポンプ車の部と小型ポンプの部に合わせて
55チームが参加し、消防機器取り扱いの基
本訓練の成果を競いました。各チームとも
鍛え抜かれたチームワークと機敏な動きを
披露しました。
《自動車ポンプの部》優　勝　第９分団 第２部
　　　　　　　　　　準優勝　第８分団 第２部
　　　　　　　　　　第３位　第８分団 第１部
《小型動力ポンプの部》優　勝　第11分団 第３部
　　　　　　　　　　準優勝　第11分団 第１部
　　　　　　　　　　第３位　第３分団 第４部
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